
特 集 第25回つべつふるさとまつり＆津別神社例大祭

第38回花壇コンクール《活汲中央自治会に最優秀賞》

今月の表紙 津別神社例大祭 ～子どもみこしも威勢よく街に繰り出しました～

まちの話題 みんなのよい食ＪＡ親善大使 コンサドーレ札幌サッカー教室開催

温故知新

津別町農業の振興・発展に尽力

共和 丸尾 諭 さん



第

回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
＆
津
別
神
社
例
大
祭

25

町
民
手
づ
く
り
の
お
祭
り
「
第

回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
９
月
９
日
・

日
の
両
日
、
五
差
路

25

１０

か
ら
津
別
神
社
前
の
町
道
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
職
場
や
各
団
体
に
よ
る
様
々
な
食
べ
物
の
出
店
、
ス

マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
射
的
、
金
魚
す
く
い
な
ど
の
な
つ
か
し
い
縁
日
が
軒
を
並
べ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
見
物
客

が
秋
ま
つ
り
の
風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
の
津
別
神
社
例
大
祭
で
は
、
み
こ
し
や
伝
統
の
駒
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

あいにくの雨の中、出店には多くのお客さんが

会場の津別神社前町道 人気の射的コーナー

子どもたちに人気のファファ 山鳴太鼓保存会の演奏

大正琴エスポワールの演奏 町内を練り歩くみこし伝統の駒おどり

活
汲
中
央
自
治
会
の
花
壇
が

最
優
秀
賞
受
賞
！

最最優秀賞に輝いた活汲中央自治会の花最優秀賞に輝いた活汲中央自治会の花壇壇

▲優秀賞（左から）豊永第三自治会、幸町自治会、ケアハウスつべつの花壇

▲優良賞（左から）東達美育苗団体、友楽園すこやかクラブ、津別町商工会女性部、共和老人クラブの花壇

▲努力賞（左から）布川自治会、豊永第一農事組合育苗団体の花壇

団
体
が
入
賞

10こ
の
夏
も
『
津
別
町
花

い
っ
ぱ
い
運
動
』
が
展
開
さ

れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力

し
て
植
え
た
美
し
い
花
々
が
、

町
内
を
彩
り
ま
し
た
。

８
月
に
は
「
第

回
花
壇

38

コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催

津
別

町
花
の
ま
ち
推
進
協
議
会
）

が
開
催
さ
れ
、
最
優
秀
賞
の

活
汲
中
央
自
治
会
な
ど
、
合

わ
せ
て

団
体
が
入
賞
。

10

９
月

日
に
行
わ
れ
た
表

２６

彰
式
で
、
入
賞
団
体
に
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



■
津
別
町
役
場
庁
舎
建
物
概
要

完

成

昭
和

年
33

延
面
積

1
3
6
0
・

愛
66

構

造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・

屋
根
鉄
骨
造

階

数

地
上
２
階
・
地
下
１
階

増
築
暦

昭
和

年

東
側
増
築

42

平
成
元
年

玄
関
増
築

■
数
値
上
の
耐
震
診
断
結
果

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
屋
根
鉄
骨
造
の

庁
舎
は
、

＝
0
・
6
7
5
（

＝
耐
震
判
定

Is

Is

指
標
）
以
下
で
は
耐
震
性
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。

次
に
示
す
耐
震
判
定
結
果
の
と
お
り
、
津

別
町
役
場
の
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
２
階
の
左

右
方
向
以
外
の
耐
震
性
は
な
い
と
い
う
結

果
に
な
り
ま
し
た
。

《
耐
震
判
定
結
果
》

１
階

左
右
方
向

＝
0
・
5
3
9

×

Is

前
後
方
向

＝
0
・
3
8
2

×

Is

２
階

左
右
方
向

＝
0
・
6
8
5

○

Is

前
後
方
向

＝
0
・
4
4
6

×

Is

■
構
造
上
の
耐
震
診
断
結
果

臼
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
な
い
純

ラ
ー
メ
ン
構
造
で
あ
る
。

渦
２
階
床
は
軟
質
木
片
セ
メ
ン
ト
板
上
に

亜
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
っ
た
だ
け

60で
あ
る
た
め
、
剛
性
が
低
い
。

嘘
２
階
天
井
と
屋
根
は
鉄
骨
の
置
き
屋
根

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
梁
な
ど
が
存
在
し

な
い
た
め
、
前
後
方
向
の
揺
れ
に
弱
い
。

唄
大
き
な
耐
力
を
発
揮
す
る
耐
震
壁
が
一

枚
も
な
く
、
２
階
床
と
屋
根
の
剛
性
が
低
い
。

■
耐
震
診
断
業
者
か
ら
の
診
断
結
果

に
基
づ
く
耐
震
対
策
案

最
も
経
済
的
で
耐
震
性
能
向
上
効
果
の

高
い
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐
震
壁
を
設

置
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

臼
１
階
は
左
右
方
向
の
対
策
と
し
て
８
枚
、

前
後
方
向
の
対
策
と
し
て
６
枚
の
耐
震

壁
を
設
置
す
る
。

渦
２
階
は
前
後
方
向
の
対
策
と
し
て
６
枚

の
耐
震
壁
を
設
置
し
、
耐
震
壁
上
部
の
屋

根
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
梁
を
新
設

す
る
。
ま
た
、
新
設
す
る
耐
震
壁
と
梁
の

自
重
対
策
と
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
耐
震

壁
４
枚
を
追
加
す
る
。
２
階
床
は
既
存

床
を
撤
去
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

作
り
直
す
。

嘘
屋
根
は
鉄
骨
で
補
強
す
る
。

唄
仮
庁
舎
の
建
設
が
必
要
。

■
示
さ
れ
た
対
策
案
の
問
題
点
と
課
題

問
題
点

臼
事
務
室
が
耐
震
壁
で
分
割
さ
れ
非
常
に

使
い
勝
手
の
悪
い
建
物
と
な
る
。

渦
補
強
工
事
に
は
仮
庁
舎
建
設
費
１
億
６

千
万
円
を
含
む
総
工
費
４
億
５
千
２
百

万
円
程
度
が
か
か
る
見
込
み
。
な
お
、
別

途
２
回
分
の
引
越
費
用
が
必
要
と
な
る
。

嘘
仮
庁
舎
建
設
場
所
の
確
保
が
必
要
。

課

題

こ
れ
ら
を
利
便
性
、
費
用
面
か
ら
総
合
的

に
勘
案
す
る
と
、
庁
舎
の
耐
震
化
を
進
め
る

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
く
、
庁
舎
の
建
替
え

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
庁
舎
に
隣
接
す
る
ボ
イ
ラ
ー
煙
突

の
耐
震
診
断
結
果
ほ
か

臼
全
高

斡
に
渡
り
耐
震
基
準
を
満
た
し

21

て
お
ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
性
化
に

よ
る
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
。

渦
対
策
と
し
て
は
、
ひ
び
割
れ
補
修
後
に
炭

素
繊
維
シ
ー
ト
を
全
体
に
巻
く
。

嘘
費
用
は
８
百
万
円
程
度
の
見
込
み
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課

管
財
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
１
１
）

４
月

日
か
ら
熊
本
県
と
大
分
県
を
震
源
と
し
て
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

14

は
、
宇
土
市
、
八
代
市
、
益
城
町
、
大
津
町
、
人
吉
市
の
５
市
町
で
役
場
庁

舎
が
倒
壊
し
た
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
役
場
機
能
を
他
の
施
設
に

移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

役
場
の
庁
舎
は
、
平
常
時
の
み
な
ら
ず
災
害
発
生
時
に
は
災
害
対
策
本
部

と
し
て
も
重
要
な
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
平
成

年
に
ま
と
め
た
津
別
町
役

26

場
庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



交
通
死
亡
事
故
発
生
に
伴
う
非
常
事
態
宣
言

津
別
町
に
お
い
て
、
平
成

年
3
月

日
か
ら
続
い
て
い
た
「
町
内
に

22

21

お
け
る
死
亡
交
通
事
故
ゼ
ロ
日
運
動
」
は
、
8
月
8
日
に
発
生
し
た
布
川

の
国
道
2
4
0
号
で
の
町
外
者
の
単
独
死
亡
事
故
に
よ
り
、
2
3
3
2
日

で
途
切
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
9
月

日
に
発
生
し
た
、
活
汲
の
同
国
道
に
お
け
る
衝
突
事

13

故
で
、
町
内
男
性
1
名
が
死
亡
し
、
同
じ
く
町
内
女
性
も
大
怪
我
を
す
る

事
故
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
故
に
よ
り
、
平
成

年
9
月

日
よ
り
続
い
て
い
た
「
町
民
に

18

23

よ
る
死
亡
交
通
事
故
ゼ
ロ
日
運
動
」
は
、
ま
も
な
く

年
と
い
う
節
目
を

10

目
前
と
し
な
が
ら
も
、
3
6
4
3
日
で
途
切
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

尊
い
命
が
、
短
期
間
の
間
に
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
で
あ
り
ま
す
。
町
内
に
お
い
て
、
こ
れ
以
上
交
通
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
で
町
民
一
人
ひ
と
り
が

交
通
安
全
意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
取
組
を
徹
底
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

9
月

日
か
ら

月

日
ま
で
の
間

16

10

31

「
交
通
死
亡
事
故
発
生
に
伴
う
非
常
事
態
」

を
宣
言
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
家
庭
や
地
域
等
に
お
い
て
人
命
尊
重
を
基
本
と
し
、

交
通
事
故
の
要
因
が
運
転
者
は
も
と
よ
り
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
の
法

規
の
軽
視
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
町
民
総
ぐ
る
み
で

「
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
」
と
「
思
い
や
り
の
あ
る
交
通
運
動
」
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
対
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
9
月

日

28

16

津
別
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会
長
（
津
別
町
長
）

佐
藤

多
一

北海道では、女性の結婚、子育て、介護などライフステージや就業、起業など様々な相談に対応する「北

海道女性の活躍支援センター」を開設しています。

この度、オホーツク総合振興局において出張相談会を開催しますのでお知らせします。

日 時 平成２８年１０月２４日（月） 13時５０分～15時３０分

場 所 オホーツク総合振興局 ３階３号会議室（網走市北７条西３丁目）

相 談 員 伊藤順子（株式会社ワタラクシア代表取締役／行政書士）

問い合わせ・予約先 緯０１１－２０４－５７１１ メール：kitanojyosei@sirius.ocn.ne.jp

（問い合わせ時間：月・火・木・金10時～16時、水・土10時～13時）

ɟ自分の趣味・特技を生かして起業してみたい。

ɟ育児にひと段落がついたので仕事をしたいけれど、しばらく仕事をしていなかったので自信がない。

また、どうやって仕事を探せばよい？

ɟ市民活動に参加してみたいけどどうしたらよい？

※北海道女性の活躍支援センターの取組について、詳しくはホームページをご覧下さい。

・ＵＲＬ：http://www.l-north.jp/katsuyaku/

・担 当：北海道環境生活部くらし安全局道民生活課女性支援室 緯011－206－6954

主 催

つべつ産業まつり実行委員会

問い合わせ先（事務局）

ＪＡつべつ管理部管理課 緯76－3322

役場産業振興課 緯76－2151（内線261）

「北海道女性の活躍支援センター」出張相談会を実施します
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▲▼昨年の産業まつりの様子

日 時／10月16日（日）午前10時～午後２時30分

会 場／さんさん館( )及び町道105号線の一部津別町多目的
活動センター

農業委員会等に関する法律が平成27年9月4日に公布され，平成28年4月1日から施行されたことに伴

い、農業委員選挙が廃止となり町長による任命制へ変更されました。今回の改正に基づき、これまで以上に担

い手への農地集積・集約化や耕作放棄地発生防止へと努めていくことになります。

なお、津別町においては、平成29年4月15日より改正法による体制となります。

農業委員会等に関する法律の主な改正内容
１ 農業委員会の業務の重点化

農地法等に基づく許認可事務のほかに、「農地等の利用の最適化の推進」

として、次の項目が義務業務に位置付けられました。

（１）農業経営の規模拡大・農地等の集団化

（２）耕作放棄地の発生防止・解消

（３）農業への新規参入の促進

２ 農業委員の選出方法の変更

これまでの選挙制と選任制（議会・団体推薦）の併用がなくなり、推薦・応

募された方の中から議会の同意を経て町長が任命します（定数は１１名です）。

（１）推薦・募集時期・・・平成２８年１０月２５日（火）～１１月２５日（金）

（２）推薦・募集内容・・・「津別町農業委員会 委員募集要項」をご確認ください。

（３）推薦・応募方法・・・所定の様式に必要事項をご記入の上、津別町産業振興課農政グループへ提出願います。

※詳しい内容については、津別町役場産業振興課農政グループ又は津別町農業委員会までお問い合わせ下さ

い。なお、津別町農業委員会委員募集要項、津別町農業委員会の委員選任に関する規程（提出書類含む）

は津別町H.Pでもご覧いただけます。

※現在の農業委員は、法律の経過措置により、平成29年4月14日（任期満了日）まで在任されます。

問い合わせ先 津別町農業委員会事務局 緯76－2151 内線261



９
月
４
日
、『
２
０
１
６
み
ん
な
の
よ
い
食
Ｊ
Ａ
親

善
大
使
』（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
、
北
海
道
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
共
催
）
の
催
し
が
、
ふ
れ
あ
い
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
食
と
農
業

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
取
り
組
み
で
、
北
海
道
コ

ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
の
選
手
が
Ｊ
Ａ
の
親
善
大
使
と
な

り
、
全
道
各
地
を
訪
れ
る
も
の
で
す
。

今
回
、
津
別
町
を
訪
れ
た
の
は
、
荒
野
拓
馬
、
堀
米

悠
斗
選
手
と
赤
池
保
幸
コ
ー
チ
。
町
内
の
小
中
学
生

人
に
、
基
本
か
ら
実
践
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
熱

２４心
に
指
導
し
て
い
ま
し
た
。
昼
食
時
に
は
地
元
食
材

を
使
い
親
子
で
協
力
し
て
作
っ
た
弁
当
を
選
手
と
一

緒
に
食
べ
、
弁
当
作
り
の
感
想
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
に
開
催
さ
れ
た
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
の

全
国
大
会
に
出
場
し
た
、
津
別
町
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
選
手
が
、
８
月

日
、
町
長

２６

室
を
訪
れ
大
会
の
結
果
報
告
を
し
ま
し
た
。

第

回
全
国
高
等
学
校
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選

４１

手
権
大
会
（
８
月
５
日
～
、
茨
城
県
取
手
市
）
に

出
場
し
た
石
井
柊
君
（
北
見
緑
陵
高
校
２
年
）
は
、

男
子
個
人
の
部
で

位
。

２１

第
２
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
ジ
ュ
ニ
ア

選
手
権
大
会
（
７
月

日
～
、
石
川
県
白
山
市
）

２８

に
出
場
し
た
乃

村
朋
紀
花
さ
ん

（
津
別
中
１
年
）、

加
藤
瑠
菜
さ
ん

（
津
別
中
１
年
）、

山

本

明

輝

君

（
女
満
別
中
２

年
）
の
３
人
も
、

大
き
な
失
敗
な

く
最
後
ま
で
演

技
を
行
い
、
収

穫
の
多
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
よ
い
食
Ｊ
Ａ
親
善
大
使

コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
全
国
大
会
で
健
闘

出
場
４
選
手
が
町
長
に
結
果
報
告

９
月
３
日
、
水
泳
記
録
会
や
各
種

水
上
ゲ
ー
ム
で
水
と
プ
ー
ル
に
親
し

む
、『
す
い
む
ま
つ
り
』（
主
催

津
別

水
泳
協
会
）
が
、
温
水
プ
ー
ル
す
い

む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

水
泳
記
録
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が

メ
ー
ト
ル
か
ら
1
0
0
メ
ー
ト

15
ル
リ
レ
ー
ま
で
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を

目
指
し
て
力
泳
を
見
せ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
プ
ー
ル
ま
つ
り

で
は
、
チ
ー
ム
対
抗
に
よ
る
水
上
棒

引
き
や
水
上
玉
入
れ
、
浮
島
わ
た
り

な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

水
泳
記
録
会
、
水
上
ゲ
ー
ム
で
プ
ー
ル
に
親
し
む

温
水
プ
ー
ル
す
い
む
で
『
す
い
む
ま
つ
り
』
開
催

《 実 施 期 間 》

１０月１５日(土)～１０月２４日(月)

オホーツク総合振興局

保健環境部

○過労・過積載・過密な運転の防止

○スピードの出し過ぎなど無謀運転の防止

○高齢者の交通事故防止・夜光反射材の

普及

○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中

の交通事故防止

○飲酒運転の根絶

׋ ൲ ͈ ਹ ത
は
じ
め
ま
し
て

愛知県出身。ふるさと納税担当。
一日一つ良いこと探しを心がけ
ています。

山山田佳山田佳世世

み
な
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し

て
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

の
「
山
田
佳
世
」
と
申
し
ま
す
。

６
月
中
旬
に
愛
知
県
か
ら

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
役

場
・
住
民
企
画
課
で
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
ブ
ル
ー
の
青
空

の
下
、
心
地
よ
い
風
の
中
過

ご
し
た
夏
も
終
わ
り
、
す
で

に
肌
寒
さ
を
感
じ
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

津
別
町
で
の
生
活
が
始

ま
っ
て
３
ヶ
月
が
経
ち
ま
し

た
。広

大
な
自
然
の
中
に
あ
る

ひ

と
つ

ひ

と
つ

が
、
私

に

と
っ
て
と
て
も
新
鮮
で
感
動

を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
ま
で
も
広
が
る
畑
・
森

林
・
満
天
の
星
空
・
・
・
す
べ

て
が
と
て
も
贅
沢
な
生
活
環

境
で
す
。

な
ん
と
い
っ
て
も
水
が
ほ

ん
と
に
お
い
し
い
！

い
つ

も
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を

買
っ
て
い
た
以
前
の
生
活
か

ら
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
き
れ
い
な
空
気
の
お

か
げ
で
、
普
段
寝
付
き
の
悪

か
っ
た
の
が
嘘
の
よ
う
に
、

布
団
に
入
る
と
ぐ
っ
す
り
眠

れ
ま
す
。

慣
れ
な
い
北
海
道
で
の
生

活
を
周
り
の
方
々
に
い
つ
も

気
遣
っ
て
い
た
だ
き
、
と
て

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
、

と
て
も
あ
っ
た
た
か
く
感
じ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
町
だ
か

ら
こ
そ
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

津
別
町
に
は
た
く
さ
ん
魅

力
が
隠
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
一
つ
ず
つ
ゆ
っ

く
り
と
見
つ
け
て
い
き
た
い

で
す
！

年
令
を
重
ね
る
と
「
膝
や
腰
が
痛
い
」、

「
足
が
痛
く
て
、
長
く
歩
け
な
い
」
と
感
じ
て

い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。「
痛
い
か
ら
、

あ
ま
り
歩
け
な
い
」
毎
日
が
続
く
と
、
ま
す

ま
す
歩
く
こ
と
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
す
。

「
膝
や
腰
、
足
の
痛
み
」
の
原
因
は
様
々
で

す
が
、
痛
み
を
軽
く
す
る
た
め
に
は
軽
い
運

動
が
効
果
的
で
す
。
運
動
に
よ
っ
て
筋
肉

を
増
や
し
、
丈
夫
な
天
然
サ
ポ
ー
タ
ー
を
手

に
い
れ
ま
し
ょ
う
。
筋
肉
は
若
い
方
だ
け

の
物
で
は
な
く
、
何
歳
に
な
っ
て
も
運
動
す

る
と
増
え
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

筋
肉
を
増
や
す
た
め
に
は
、
運
動
選
手
の

よ
う
な
激
し
い
物
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
だ
け
よ
り
も
筋
ト
レ
が
効

果
的
で
す
。

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
楽

６５

し
く
誰
で
も
で
き
る
筋
ト
レ
を
行
う
「
転
倒

予
防
教
室
（
愛
称
・
コ
ロ
ス
ケ
）」
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
は
座
っ
て
行
う
筋
ト
レ
が
中
心
で
、

普
段
運
動
を
し
て
い
な
い
方
で
も
無
理
な

く
参
加
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
い
季
節
を
迎
え
、
外
出
す
る

機
会
が
減
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ

ひ
こ
ち
ら
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

転
倒
予
防
教
室
【
コ
ロ
ス
ケ
】

■

月
９
日
ス
タ
ー
ト

１１
■

歳
以
上

６５
■
足
腰
に
痛
み
の
あ
る
方

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

・
中
央
公
民
館

緯

室
２
７
１
３

76

・
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

緯

室
２
１
５
８

76

何何歳にな っても自分で 歩く何歳になっても自分で 歩く！！



今
年
４
月
か
ら
津
別
病
院
の
歯
科
・

口
腔
外
科
医
長
を
務
め
て
い
る
竹
田
康

佑
さ
ん
は
、
旭
川
市
の
出
身
。

実
家
が
医
院
だ
っ
た
こ
と
か
ら
医
療

関
係
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
歯
科
医

を
目
指
し
て
北
海
道
医
療
大
学
歯
学
部

に
進
学
し
ま
す
。
大
学
在
学
中
の
６
年

間
は
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
格
を
目

指
し
て
勉
強
や
実
習
に
奮
闘
。
一
方
で

勉
学
の
合
間
に
焼
肉
店
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
だ
け
で
は
得

ら
れ
な
い
貴
重
な
社
会
経
験
も
積
み
ま

し
た
。

大
学
卒
業
後
は
、
札
幌
市
や
利
尻
島

な
ど
の
歯
科
医
療
施
設
で
経
験
を
重
ね

た
後
、
縁
あ
っ
て
津
別
へ
の
赴
任
と
な

り
ま
し
た
。

津
別
病
院
で
は
外
来
患
者
、
入
院
患

者
の
口
腔
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
お
り

「
歯
科
治
療
を
通
じ
て
地
域
医
療
に
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
抱
負
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

趣
味
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
ド
ラ
イ
ブ
。

前
任
地
の
札
幌
で
は
あ
ま
り
車
に
乗
ら

な
か
っ
た
と
い
う
竹
田
さ
ん
で
す
が
、

こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
は
日
常
の
買
い
物

や
、
旭
川
へ
の
帰
省
な
ど
、
車
を
運
転

す
る
機
会
が
増
え
た
そ
う
で
す
。

地
域
医
療
に
貢
献
し
た
い

竹
田

康
佑

さ
ん

たけだ こうすけさん／昭和59年２月生まれ、津別病

院勤務

《実践のために》

◎毎日の食事で、健康寿命をのばしましょう。

◎おいしい食事を、味わいながらゆっくりよく噛んで食べましょう。

◎家族の団らんや人との交流を大切に、また、食事づくりに参加しましょう。

平均寿命は男性が約80歳、女性が約86歳です。しかし、

健康寿命は男性が約71歳、女性が74歳です。バランスの

とれた食事を口腔機能が食べられるようになっていること

が大切です。さらに食生活の知識などを身につけて、家族

や友人などとコミュニケーションをとりながら食べること

で個人の生活の質の低下を防ぎ、平均寿命と健康寿命の９

～12年の差を縮めましょう。

食生活指針陰 「食事を楽しみましょう」

野菜を食べよう、1日 350ｇ！
野菜を知ろう：先月の野菜は玉ねぎでした。玉ねぎは

何の料理にでも合いますが、豚肉などビタミンＢ１の

多い食品と一緒に調理するとビタミンＢ１の吸収を助けます。

今月はきのこです。生のものは煮物、焼き物、揚げ物、汁物な

ど何にでも使います。干すと、カルシウム吸収に必要なビタミ

ンＤが多くなります。ベータグルカンという強い抗がん作用も

含まれるきのことは？

脂質を知ろう『油断大敵教室』を開催します

今、いろんな種類のある油について、また、Ｌ

ＤＬコレステロールなどが気になる方、一緒に脂

質について考えてみませんか？

日時 10月18日（火）、10月25日（火）

午後７時から１時間程度 場所 町民会館

参加費 無料 どちらか１回の参加も出来ます。

持ち物 筆記用具 申込締切 10月13日（木）

申込先 保健福祉課 健康医療グループ

緯76－2151（内線231）

脂質の役割、脂質の種類を知る
食品の脂質の量を知る

《１回目》
10月18日(火）

内

容
ＬＤＬコレステロールを減ら

す食事を考える

《２回目》
10月25日(火）

「
最
近
は
農
家
を
継
ぐ
若
い
人
が

増
え
、
津
別
の
農
業
に
と
っ
て
良
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

余
年
に
わ
た
り
共
和
で
農
業
を
営

５０ん
で
き
た
丸
尾
諭
さ
ん
。
平
成

年
１１

か
ら
津
別
町
農
業
委
員
会
委
員
を
務

め
、
平
成

年
か
ら
は
同
会
会
長
と

１７

し
て
永
く
津
別
農
業
の
振
興
・
発
展

に
尽
力
し
、
平
成

年
に
町
の
功
労

２６

表
彰
（
産
業
開
発
功
労
者
）
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

明
治
末
期
に
香
川
県
か
ら
入
植
し

た
農
家
の
４
代
目
に
あ
た
る
丸
尾
さ

ん
は
、
津
別
小
、
中
学
校
か
ら
津
別

高
等
学
校
に
進
学
し
ま
す
。
当
時
の

津
別
高
校
は
１
学
年
５
ク
ラ
ス
か
ら

な
る
立
派
な
木
造
校
舎
で
、
丸
尾
さ

ん
は
剣
道
部
に
所
属
し
、
青
春
時
代

を
過
ご
し
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
、
す
ぐ
に
家
業
に

励
み
ま
す
。
そ
れ
ま
で
豆
類
や
ビ
ー

ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
多
品
種
の
作

物
を
育
て
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
50

年
代
以
降
は
玉
ね
ぎ
を
中
心
に
栽
培

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の

こ
ろ
は
収
量
や
品
質
が
安
定
せ
ず
苦

労
し
ま
し
た
が
、
町
内
外
の
農
家
仲

間
が
集
う
玉
ね
ぎ
振
興
会
と
共
に
試

行
錯
誤
の
末
、
品
質
の
良
い
玉
ね
ぎ

を
安
定
的
に
出
荷
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
ご
長
男
が
５
代
目
を
継
ぐ

よ
う
に
な
っ
た
今
も
、「
若
い
こ
ろ

共
に
苦
労
し
た
振
興
会
の
仲
間
と
は
、

よ
く
顔
を
合
わ
せ
ま
す
」
と
顔
を
ほ

こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
及
び
会
長
職
の

時
代
は
、
法
人
化
や
機
械
化
の
推
進

に
よ
る
生
産
性
の
向
上
と
、
離
農
の

遊
休
地
を
な
く
す
こ
と
に
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
積
極
的
に
農

業
を
継
ぐ
若
い
世
代
が
増
え
る
と
い

う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

仕
事
ば
か
り
で
特
に
趣
味
は
な
い

と
い
う
丸
尾
さ
ん
。
冬
期
間
は
、
１０

人
ほ
ど
の
農
家
の
グ
ル
ー
プ
「
農
友

会
」
で
、
津
別
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
作
り
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

ス
ケ
ー
ト
を
楽
し
め
る
よ
う
、
除
雪

か
ら
水
撒
き
、
管
理
な
ど
陰
か
ら
支

え
る
作
業
は
、
も
う

年
も
続
い
て

３０

い
る
そ
う
で
す
。

月
１
日
ま
で
に
左
記
の
納
期
限
が
到
来
し

１０
て
い
ま
す
。

町
道
民
税

１
期
～
２
期

固
定
資
産
税

１
期
～
３
期

国
民
健
康
保
険
税

１
期
～
４
期

軽
自
動
車
税

全
期
分

介
護
保
険
料

１
期
～
２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

１
期
～
４
期

役
場
か
ら
届
い
て
い
る
納
付
書
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
の
計
算
の
対

象
と
な
り
、
納
付
す
る
税
額
や
納
付
日
に
よ
り
、

本
税
の
ほ
か
に
『
延
滞
金
』
も
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
税
が
あ
る

と
『
督
促
状
』
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
な

お
納
付
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

給
与
、
預
貯
金
、
財
産
等
の
差
押
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い

方
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
役
場
収
納
担
当

で
納
税
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常

は
納
期
限
（
郵
便
局
は

日
）
の
引
落
し
に
な
っ

２５

て
い
ま
す
の
で
、
振
替
日
前
ま
で
に
口
座
の
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
残
高
不
足
で
口

座
振
替
が
で
き
な
い
場
合
は
納
付
書
（
役
場
収

納
担
当
で
再
発
行
し
ま
す
）
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

まるお さとしさん／昭和22年３月、津別町生まれ／

69歳／共和在住

さ
ん

丸
尾

諭

津
別
町
農
業
の

振
興
・
発
展
に
尽
力

【462】

問い合わせ先 税務収納グループ 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）



じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
開
催
に
あ

た
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
よ
り
広
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
中
学
生
以
上
）
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日

時月
５
日
（
土
）

午
前
９
時

11

30

分
～
午
後
１
時

分
３０

場

所

児
童
館
つ
べ
つ
ん

内

容

軽
食
の
調
理
及
び
販
売
、

出
店
ブ
ー
ス
の
手
伝
い

問
い
合
わ
せ
・
登
録
先

児
童
館
つ
べ
つ
ん

緯

室
３
３
０
３

76

平
成

年
度
に
小
学
校
に
入
学

29

す
る
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
よ
り
新
１
年
生
と
な
る

児
童
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
教
育
指
導
を
行
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

保
護
者
同
伴
の
う
え
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

日

程月

日（
土
）

10

22

受
付
時
間

時

分
～

時

分

12

30

12

50

（
所
要
時
間
は
１
時
間

分
～

30

２
時
間

分
程
度
）

30

場

所
津
別
小
学
校

持
参
す
る
も
の

・
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

・
母
子
手
帳

・

先
に
送
付
し
て
あ
る「
就
学
時
健

康
診
断
票
」、「
就
学
時
健
康
診

断
問
診
票
」
、
「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
調
査
票
」

※
必
要
事
項
を
記
入
願
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
７
２
）

例
年
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
衝
突

事
故
が
、

月
か
ら

月
に
か
け

10

11

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
法
定

速
度
を
守
り
、
エ
ゾ
シ
カ
を
見
か
け

た
ら
、
更
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

⃈
日
没
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
注

意
！

⃈
エ
ゾ
シ
カ
の
目
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
反
射
し
て
光
り
ま
す
。
夜

間
に
光
る
も
の
を
見
た
ら
、
ま
ず
、

減
速
し
て
く
だ
さ
い
。

⃈
エ
ゾ
シ
カ
は
、
群
れ
で
行
動
し
て

い
ま
す
。
道
路
を
横
断
し
て
い

る
シ
カ
を
見
か
け
た
ら
、
２
頭

目
が
い
る
も
の
と
意
識
し
て
く
だ

さ
い
。

⃈
エ
ゾ
シ
カ
は
、
車
が
近
づ
い
て
も

逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、

動
き
も
意
外
と
鈍
い
の
で
、
減
速

し
な
い
と
衝
突
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

⃈
森
林
沿
い
の
道
路
は
、
エ
ゾ
シ
カ

の
通
り
道
で
す
。
飛
び
出
し
に

注
意
し
て
、
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
林
政
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
５
９
）

全国地域安全運動（１０月１１日～２０日）

・子どもと女性の犯罪被害防止

・特殊詐欺の被害防止・侵入窃盗の被害防止

・車上ねらい、万引きの防止

ɡ女性が犯罪被害に遭わないために、夜間に人通り

の少ない道を歩くのは避けるとともに、イヤホン

で音楽を聴いたり、スマートフォンを操作しなが

ら歩かないようにしましょう。

ɡ特殊詐欺の被害防止のため、お金の要求や儲け話

は安易に信じることなく、怪しいと感じたらすぐ

に警察に通報しましょう。

ɡ盗難被害防止のため、家や車の施錠を確実にしま

しょう！ 車内の見えるところには貴重品を置か

ないようにしましょう。

ɡ管内で高齢者の万引きが発生。万引きは犯罪です!

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ ஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠஠ ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜȜ ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

８
月
は
、
日
本
列
島
に
三
つ
の

台
風
が
連
続
し
て
上
陸
し
ま
し
た
。

道
路
の
冠
水
や
河
川
の
氾
濫
に

よ
っ
て
、
多
く
の
地
域
で
通
行
止

め
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
最
新

の
交
通
情
報
を
把
握
し
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
と
い
う
警
戒
心
を

持
っ
て
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

さ
て
、
来
年
３
月

日
、
道
路

12

交
通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
準
中
型
免
許
（
車
両
総
重
量
７
・

５
ト
ン
未
満
）
の
新
設

高
校
新
卒
者
な
ど
若
い
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
を
図
る
た

め
、

歳
か
ら
取
得
可
能
で
す
。

18

○

歳
以
上
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
認

75
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
が
強
化

認
知
症
を
発
症
す
る
と
、
記
憶

力
や
判
断
力
な
ど
が
極
め
て
低
く

な
る
た
め
、

歳
以
上
の
ド
ラ
イ

75

バ
ー
に
は
３
年
に
一
度
の
免
許
証

更
新
時
に
「
認
知
機
能
検
査
」
を

義
務
付
け
て
い
ま
す
が
、
改
正
に

よ
り
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
体
制
が

さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

道
路
交
通
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
す

住民企画課

住民環境

グループ

じ
ど
う
か
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

エ
ゾ
シ
カ
と
の
衝
突
事
故
に

ご
注
意
を

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

運動

重点

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、

戸
建
て
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

診
断
は
、
図
面
を
用
い
診
断
ソ

フ
ト
に
て
行
い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
・
条
件
に
つ
い
て

は
、
電
話
に
て
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局

建
設
指
導
課
建
築
住
宅
係

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
４
２

41

（
直
通
）

平
成

年
度
全
国
労
働
衛
生
週

２８

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
過
重
労
働
に
よ
る
健
康

障
害
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な

ど
の
健
康
問
題
、
化
学
物
質
に
よ

る
健
康
障
害
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
健
康
確
保
の
観
点
か

ら
健
康
診
断
の
実
施
の
徹
底
、
健

診
結
果
に
基
づ
く
事
後
措
置
後
の

適
切
な
実
施
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と

と
す
る
も
の
で
す
。

「
健
康
職
場

つ
く
る

ま
も

る
は

み
ん
な
が
主
役
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に

月
１
日
か
ら

月

１０

１０

７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
い

て
労
働
者
が
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

安
全
衛
生
課

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６

23

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
軽
油
以
外

の
石
油
製
品
か
ら
軽
油
を
密
造
し

た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら
を

製
造
・
販
売
・
使
用
す
る
こ
と
は
、

脱
税
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

大
気
汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法

投
棄
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
私
た

ち
の
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え

る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
締

り
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

「
不
正
軽
油
」
の
話
を
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
た
と
き
は
、
次
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）
０
８
０
０

室
８
０
０
２
室
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
３

41

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
生
じ
る
国
や
特
殊
法

人
へ
の
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や

手
続
き
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
左
記
の
と
お
り
相
談

所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
・
年
金
・
社
会
福
祉
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
・
行
政
一
般
に
関

す
る
苦
情
の
他
、
ど
こ
に
相
談
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し

て
ほ
し
い
な
ど
の
ご
要
望
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

日

時月

日
（
月
）

１０

17

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

※
よ
ろ
ず
相
談
と
合
同
開
催

会

場

林
業
研
修
会
館
図
書
室

津
別
町
の
行
政
相
談
委
員

福
井

眞
知
子

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76
（
内
線
２
１
６
）

戸
建
て
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
の
ご
案
内

暮
ら
し
の
何
で
も
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
か
た
る
詐
欺
に

ご
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場

券
を
３
０
０
万
円
で
お
申
込
み

い
た
だ
き
ま
し
た
ね
」
と
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
財
団
を
名
乗
る
男
か
ら

電
話
が
あ
っ
た
。「
犯
罪
グ

ル
ー
プ
の
リ
ス
ト
に
個
人
情

報
が
載
っ
て
い
る
。
銀
行
口

座
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
」

と
言
わ
れ
、
削
除
費
用
は
個

人
宛
に
送
付
す
る
よ
う
指
示

さ
れ
た
。
ど
う
対
処
し
た
ら

い
い
の
か
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
財
団
」
等
は

実
在
す
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

団
体
と
は
全
く
関
係
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
入

場
券
の
販
売
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
金
の
送
付
先
が
「
個
人

宛
」
は
詐
欺
の
手
口
で
す
の
で
、

決
し
て
送
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

他
に
も
「
買
い
取
る
」
等
、

今
後
様
々
な
名
目
や
手
口
の

詐
欺
の
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
電
話
が
き
て
も
絶

対
に
応
じ
ず
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
時
は
、
一
人
で
判
断

せ
ず
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A Q

全
国
労
働
衛
生
週
間
の

実
施
に
つ
い
て

インターネットを利用した定例会

の録画配信を行っています。

定例会の模様は会議終了後、１週間

前後で配信する予定です。

町のホームページにアクセスして

ご覧ください。

＜津別町ホームページ＞

http://www.town.tsubetsu.

hokkaido.jp/

議会インターネット中継をクリック

問い合わせ先

議会事務局

緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

月
は
不
正
軽
油
防
止

10強
化
月
間
で
す



障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施

行
な
ど
を
契
機
に
社
会
的
理
解
と

関
心
が
徐
々
に
進
展
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
一
方
で
道
内
景
気

は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
求
人
と
求
職
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
生
じ
て
い
る
等
の
要
因
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
雇
用
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
北
見
で
は
北
海
道
と
の
共
催
に

よ
り
、
障
が
い
者
と
事
業
主
が
一

堂
に
会
し
た
集
団
お
見
合
い
方
式

に
よ
る
面
接
の
場
を
設
け
、
多
く

の
事
業
主
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
障
が
い
者
の
雇
用
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、「
障
が
い
者

雇
用
促
進
フ
ェ
ア
２
０
１
６
」
を

左
記
の
日
程
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
の
で
、
多
数
の
事
業
主
の
皆
さ

ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
く
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

日

時月

日
（
火
）

１０

１８

午
後
１
時

分
～
４
時

分

３０

３０

（
受
付
開
始

午
後
１
時
）

場

所
ホ
テ
ル
黒
部

２
階
冨
士
の
間

（
北
見
市
北
７
条
西
１
丁
目

問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
北
見

専
門
援
助
部
門

（
担
当：

松
井
・
横
関
）

緯
０
１
５
７
室

室
６
２
５
１

２３

（
内
線

）
３３

道
内
で
ダ
ニ
媒
介
性
脳
炎
に
よ

る
死
亡
案
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ダ
ニ
媒
介
性
感
染
症

の
予
防
に
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

森
林
内
の
作
業
や
キ
ノ
コ
採
り
、

登
山
等
で
森
林
に
入
る
に
あ
た
っ

て
は
服
装
な
ど
に
注
意
し
、
活
動

中
、
活
動
後
は
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
て

い
な
い
か
し
っ
か
り
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

ダ
ニ
媒
介
性
感
染
症
の
初
期
症

状
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
似
た

症
状
で
す
。
感
染
症
の
初
期
症
状

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
、
適
切
な
処
置
、
治

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76
（
内
線
2
6
0
）

働
く
世
代
向
け
に
「
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
研
修
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
役
場
健
康
推
進
担

当
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

月

日
（
月
）

１０

２４

午
後
７
時
～
午
後
８
時

分
３０

林
業
研
修
会
館

２
階
集
会
室

内

容

講
話

働
き
ざ
か
り
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
～
関
わ
り
方

の
ポ
イ
ン
ト
、
職
場
で
支
え
あ

う
コ
ツ
を
学
ぶ
～

講

師

玉
越
病
院

ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー

岩
間

孝
介
氏

対

象

事
業
所
等
に
勤
務
し
て

い
る
方

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
２
）

76

北海道財務局北見出張所主催によ

り、財務行政懇話会が開催されます。

出席をご希望される方は、北海道財

務局北見出張所総務課（担当 中瀬）

までご連絡をお願いします。

日 時

10月26日（水） 午前10時～12時

場 所

林業研修会館 集会室

懇話会次第

「我が国財政の現状と課題」

「金融犯罪被害に遭わないために」

連絡先・問い合わせ先

北海道財務局北見出張所総務課

緯0157－24－4167

働
き
ざ
か
り
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会

森
林
に
入
る
際
は
ダ
ニ
に

注
意
！

障
が
い
者
雇
用
促
進
フ
ェ
ア

２
０
１
６
の
お
知
ら
せ

日本消費者協会では、消費生活を営む必要な基本知識を持ち、消費

者としてよりよく生きていく力を「消費者力」と表現しています。

だれもが日々送っている消費生活。消費者力検定を通し、消費生

活に対する自分の現状を知るとともに、「生活じょうず＝かしこい消

費者」を目指し、消費者力を磨いていきませんか。

申込受付 １０月１４日（金）まで

検 定 日 １１月１３日（日）

検定時間 （基礎）１０時～ （応用）１３時～

会 場 美幌しゃきっとプラザ（美幌町字東３条北２丁目１）

受 験 料 基礎コース1,900円、応用コース2,800円、両コース4,500円

※消費者行政推進事業で基礎コースの受験支援があります（先着１０名

まで）。

検定対策書籍 『消費者力検定ワークブック2016』756円

『消費者力検定受験対策テキスト2016改訂版』2,160円

※消費者行政推進事業で補助があります（先着８名まで）。

※検定対策書籍・受験のお申し込みは、下記までご連絡ください。

申し込み・問い合わせ先

産業振興課商工観光グループ 緯７６－２１５１（内線２５８）

消費者力検定を実施します！

ストーブなど暖房器具を使用する季節を迎えました。

悲惨な火災事故を防ぐため日ごろから、出かける前、

就寝前には『火の元』を点検しましょう。

ɡɡɡ火災予防運動５つの行事ɡɡɡ

1.車両による防火呼び掛け 10月15日（土）午後１時

※消防車など7台が防火呼び掛けパレードを行います。

２.サイレン吹鳴 10月15日～21日 午後７時

３.消防車等による町内広報 10月15日～31日

4.町内弱者宅防火訪問（高齢者・身障者）

10月15日～31日

5.防火パークゴルフ大会

10月16日（日）受付午前８時15分

ൡ ֚ ດ ࢊ
「消しましょう その火その時 その場所で」

火事と救急は『119』

問い合わせ先

津別消防署

緯76－2189

《10月15日から31日までの17日間》 議会では、議会の役割やしくみ、議会の活動内容

を広く町民の皆さんに知っていただき、ご意見を

聞く機会として、下記のとおり「議会報告会」を

開催します。

参加者との懇談の時間も予定していますので、

多くの方のご参加をお願いします。

昼と夜の２回の開催を予定していますので、ご

都合の良い時間にご参加ください。

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告議会報告会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会を開催します

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く

すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト

等を含む）に適用されます。

・最低賃金額 時間額７86円
・効力発生年月日 平成２8年１０月１日（土）

※最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、

臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入

されません。

※最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃

金法違反として処罰されることがあります。

※特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造

業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製

造・修理業、船体ブロック製造業」）で働く者には北

海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

〈問い合わせ先〉

・北見労働基準監督署 緯０１５７－２３－７４０６

・北海道労働局 労働基準部 賃金課

緯０１１－７０９－２３１１（代表）

１０月１日から最低賃金が改定されます！

《開催日時及び開催場所》

平成２８年11月２日（水）
昼の部

午後２時から…約1時間３０分

さんさん館（大通）

࿡の部

午後７時から…約1時間３０分

林業研修会館(役場裏)２Ｆ集会室

問い合わせ先

津別町議会事務局 緯７６－２１５１（内線２６５）

B型肝炎は、母子感染（垂直感染）や輸血だけでな

く、唾液や体液（汗や涙）などからも感染します。そ

のため、知らない間にかかることも多く、ほとんど

の国で定期予防接種になっています。

また、赤ちゃんのうちに感染すると、大人になっ

てから感染するよりも感染力が強く、その後人生

のどこかで慢性肝炎を起こし、肝硬変や肝がんを

発症する可能性があります。

このたび、日本でも平成２８年１０月から定期予防

接種化となりました。対象になるお子様には、個別

にお知らせいたします。

対 象 者 生後２か月～１歳のお誕生日を迎える前

まで（平成２８年４月１日以降に生まれた

０歳児）

接種回数 合計３回

接種開始 平成２8年１０月1日から

接種料金 無料

問い合わせ先 保健福祉課健康医療グループ

緯７６－２１５１（内線２３２、３３２）

財財務行政懇話会を開催しま財務行政懇話会を開催しますす

χクチンが始まͤます׶۴߿˞

《法人道民税等の申告はインターネットで》

北海道では、地方税ポータルシステム（エル

タックス）を利用し、インターネットによる法

人道民税・法人事業税・地方法人特別税の申告

を受け付けています。利用できるのは、北海道

に申告を行う納税者（税理士等代理人を含む）

で、利用届出の手続きをされている方です。

※詳細についてはエルタックスホームページ

（http://www.eltax.jp/）をご覧下さい。



交通事故による死傷者数は年々減少傾向にあるも

のの、平成27年の事故発生件数は約54万件、死傷

者数は約６７万人と、国民の誰もが交通事故の被害者

にも加害者にもなり得る極めて深刻な状況となって

います。交通事故は車社会の負の部分であり、被害

者にとっても加害者にとっても悲惨な結果をもたら

すものです。

自賠責保険・共済は、すべてのクルマ・バイク１台

ごとに加入が義務づけられており、加害者の賠償責

任を担保することで、被害者の基本的な賠償を保障

する制度であり、被害者の救済を目的としています。

一人一人が、より一層自賠責制度の役割や重要性、

保険金・共済金の支払いのしくみなどを十分に理解・

認識することがとても大切です。

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の

基本的な対人賠償を目的として、自動車損害賠

償法に基づき、原動機付自転車を含むすべての

自動車に加入が義務づけられており、自賠責保

険・共済なしで運行することは法令違反ですの

でご注意ください！

●津別峠展望施設が冬期閉館となります。

これに伴い、津別町ホームページにあります「津

別峠ライブカメラ」も画像の更新が休止となります。

閉 館 期 間 １1月１日（火）から

平成２9年５月下旬まで

問い合わせ先 産業振興課商工観光グループ

緯７６－２１５１（内線２５８）

※津別峠に通じる道道５８８号（屈斜路津別線）は、１１

月７日（月）から平成２9年５月下旬まで冬期通行止め

となります（天候・路面状況により変更の場合あり）。

問い合わせ先 オホーツク総合振興局網走建設管理部

事業課 緯０１５２－４１－０７４２

津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉津別峠展望施設冬期閉館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
（道道５８８号冬期通行止め）

※ 補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを購入する

方に対して、購入費の一部を補助します。

補 助 の చ ય ৪

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治

会などの活動拠点施設に木質ペレットストーブを

設置する方 ○町税を滞納していない方

○平成29年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行

うモニター調査に協力できる方

補 助 金 の ڣ ൝

ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費等

を除く）の税抜き価格の３分の２以内（千円未満は切

り捨て）で、１台25万円を限度とします。

補 助 の 申 請 ੥ ႒

○補助金等交付申請書 ○誓約書兼同意書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

̷ の ఈ

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出してい

ただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事

業補助金交付要綱によります。

《自賠責保険・自賠責共済のご案内》

知らなかったでは済まされない！
まさかのための「自賠責」

「食品ロスをなくそう わが家の工夫！！」をテーマに、

生活に役立つイベントを行います。生活情報を多くの方に

知ってもらい、日 の々暮らしに役立つ情報が盛りだくさん。

日 時 １０月２２日(土)～２３日(日)午前１０時～午後３時

場 所 美幌消費者協会 地域振興センター内

（美幌町栄町４丁目４－１）

問い合わせ先 美幌消費者協会 緯７２－０３６６

ક๯୆ڰ展をٳटし ます

年金保険料の収納業務を
民間委託にしています

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

北海道運輸局北見運輸支局
http://www.tenken-seibi.com

『点検・整備ではじめよう
安心クルマ生活』

～安全確保と環境保全には

クルマの点検整備が必要です～

自動車点検整備
推進運動実施中

＜ 強 化 月 間 ＞
平成28年９・10月の２か月間

『里親』とは、様々な事情により家庭で暮らせなくなった子ども

たちを、自分の家庭に迎え入れて、愛情とまごころをこめて養育し

てくださる方のことをいいます。

北見児童相談所では、「虐待」「傷病」「離婚」など様々な理由に

より家庭で生活できない子どもの相談があとを絶ちません。現在、

オホーツク管内には約60組の里親さんがおり、約40名の子ども

たちが里親家庭で生活しています。

里親は、特別な方だけがなれるイメージをお持ちの方もいるよ

うですが、特別な資格などは必要ではなく、実際にはどこにでもい

る普通の家庭のお父さん、お母さんたちです。

里親には次の４つの種類があり、「養子縁組をしたい」「祖父母が

孫を育てている」など事情に応じた区分もあります。

養育里親 保護者が引き取れるまで、又は児童が自立して社会に

出るまでの間養育する里親。委託期間は、数年から十

数年の場合もありますが、数日、数週間、数ヶ月の短期

間だけお願いすることもあります。

専門里親 一定要件を満たした養育里親等が研修を受講して登録

し、被虐待児・非行児・障がい児を養育する里親です。

養子縁組里親 養子縁組を前提とする里親です。

親族里親 両親の死亡・行方不明等、特別な事情で養育できない児

童を、祖父母や兄弟姉妹が里親として養育するものです。

オホーツク管内では、子どもの年齢や里親との相性なども考慮

して委託先を決めるため、管内各地に里親が増えていくことが望

まれます。是非、里親として登録いただき、家庭に恵まれない子ど

もたちの養育を担っていただければと思います。

里親を希望される方、里親制度についてもう少し知りたい方、ま

た町内会やサークル活動のお仲間で里親制度のことを聞いてみた

いという場合も、担当者がお伺いしてお話させていただくことも

可能ですので、お気軽にご連絡ください。

問い合わせ先 北見児童相談所 緯0157－24－3498

里親になりませんか！

コミュニティテントを新たに購入しました
自治会連合会では、一般財団法人自治総合センターのコミュニ

ティ助成事業により、コミュニティテント１３張を新たに整備しま

した。この事業は、同センターが全国自治宝くじの普及広報事業

費として受け入れる受託事業収入を財源として、住民のコミュニ

ティ活動を促進し、その健全な発展を図るとともに宝くじの普及

広報を目的に行われています。

今回の整備によって、町内自治会を

始めとした地域の行事イベントに使用

することで、コミュニティ活動の一層

の発展に寄与することが期待されます。

コミュニティテントは、自治会活動

など地域行事や団体のレクリエーショ

ンに貸出をしています。ぜひご活用ください。

問い合わせ先 自治会連合会事務局（役場住民企画課住民環境

グループ） 緯76－2151（内線216）

▼保険料を納め忘れの方へ

日本年金機構では、国民年金保険料を

納め忘れの方に対して、電話や戸別訪問

などによる「納付」や「免除等の申請手続

き」のご案内をしています。北見年金事務

所では、この案内業務を下記の民間事業

者に委託していますのでご承知ください。

委託事業者 (株)アイヴィジット

問い合わせ先 緯0120－185－056

なお、業務を委託しても国民年金保険

料の収納事業の実施主体は、日本年金機

構であり、同機構が責任をもって運営し

ていることに変わりはありません。

▼振り込め詐欺にご注意を！

◎業務を委託しても保険料の納付方法は、

日本年金機構が発行した納付書で金融機

関かコンビニで納めていただきます。

口座を指定し、ＡＴＭなどから振込を

お願いすることはありません。

◎委託業者が個別訪問する場合、写真入

りの個別訪問員証明書（身分証）を提示い

たします。また、日本年金機構が事前に

お送りしている納付書で訪問員に保険料

をお支払い頂く事もできます。


